
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１５日（日）にけやき祭りをしました。今

年も米作りのまとめの活動の収穫祭として、また、

子ども達の学習の成果を発表する「学習発表会」の

場として実施しました。そもそも「祭り」は、収穫

に対する神様への感謝をその起源とする説があり

ます。自然の恵みに感謝するとともに今年も子ども

たちと共に田植えから稲刈り、脱穀まで協力してい

ただいたＰＴＡの三役をはじめ、環境整備部長、部

員の方々には本当に感謝の気持ちでいっぱいです。 

また、朝早くから餅つきの準備やお世話をしてい

だいた各地区の親子会やご家族の皆さんにも心よ

り感謝いたします。 

 

 

 

 

楽しかった、けやき祭り 

学校だより                   小林市立西小林小学校 

                        平成２７年１１月２４日 

１１月号                     文責 校長 下別府 博 けやき 

 

1日（火） 全校朝会、全校体育 

クラブ 

２日（水） 参観日、持久走大会 

      茶のん場 

７日（月） 国際交流（１～４年） 

 ８日（火） 保育園訪問（５年） 

 ９日（水） 教育相談 

１０日（木） ＡＬＴ訪問 

１１日（金） 清掃班会 

１４日（月） 図書館閉館 

        （本返却～１７日） 

１５日（火） クラブ 

１６日（水） 読み聞かせ 

１７日（木） 読書の時間（低） 

１８日（金） 給食着持ち帰り 

２１日（月） マスク給食（～24日） 

       冬休み図書貸出（～22日） 

２３日（水） 天皇誕生日 

２４日（木） ２学期前半授業終了日 

       全校朝会、集団下校 

２５日（金）～ 冬休み 

 ※ 冬休みは、１月５日（火）まで。 

  事故や病気に気をつけましょう。 

  火遊びは絶対にしません。 

４年生が音楽大会に出場 
 １１月２０日（金）、第６８回西諸県地区小中学

校音楽大会が小林市文化会館で開催され、本校か

らも４年生が出場しました。「プログラム６番、西

小林小学校。」というアナウンスが流れ、「With 

You Smile」を合唱し、「相棒」を合奏しました。

先日のけやき祭りでも発表しましたが、その後も

昼休みの時間等を使って練習を重ね、さらに上手

になっていました。 

特に合奏曲「相棒」はテンポが速く、大変難しい

曲でしたが、見事に心を一つにして素晴らしい演

奏を聴かせてくれました。合唱は歌声が優しく、

合奏はとても迫力があって正確に演奏ができてい

たと思います。これ 
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 ＊２日（水）の持久走大会（雨天順延）の応援、よろしくお願いいたします。 

 

火災の避難訓練をしました 

１１月５日（木）に火災の避難訓練を実施しま

した。ご存知の通り、つい最近、都城市の小学校

６年生３名と保護者１名の貴い命が火災により失

われました。主な死因は煙を吸っての一酸化炭素

中毒だったそうです。身近なところでこのような

ことが起きるとは本当に悲しいことですが、「自分

の命は自分で守る」ことを常に意識しながら、様々

な状況の中でも最善を尽くすことができるよう、

今後も繰り返し指導していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も国際交流で

ネパールの方々にも

参加していただきま

した。一緒に餅つきを

したり、餅を食べたり

しながら交流しまし

た。ネパール大地震に

対する募金のお礼と

して、学習発表会では

ネパールの歌を披露

していただきました。 

閉会式では、お世話

になった方々へ感謝

の気持ちを全員で伝

えました。お天気にも

恵まれ、内容も盛りだ

くさんのとても充実

したけやき祭りとな

りました。 

 

も練習の成果です。

この経験を学校生

活にも生かして、さ

らにまとまりのよ

い学級になって欲

しいと思います。 

 

 

 

【歌を披露するネパールの方々】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持久走大会の応援、お願いします。 
１２月２日（水）、今年も恒例の持久走大会を実

施します。当日は参観日にもなっていますので、

多くのご家族の方、地域の方々の応援をよろしく

お願いいたします。当日の予定では、１０時２０

分に１年生女子がスタートして、最後に６年生男

子が１１時２５分にスタートします。場所は例年

通り、運動場及び学校北側の道路です。 

駐車場は、小学校体育館前と中学校の運動場を

利用していただき、コース沿いの道路等に駐車さ

れませんようよろしくお願いいたします。 

今、子ども達は、本番に向けて一生懸命に練習

しているところです。練習の成果を十分に発揮し

て素晴らしい走りを見せて欲しいです。 

尚、雨天の場合は、順延になります。 

 

県読書感想文コンクール優秀賞の作

文紹介 ３年 牟田 陸翔君 
「あと少しのゆう気をもって」 

 
 「教室はまちがうところだ」 

えっ、まちがうところ、ぼくは 

このだい名を見た時、どうして 

だろう思いました。ぼくは、そ 

の答えが知りたくなりました。また、先生がりょう

手で子どもたちをかかえている表紙も気に入ったの

で、この本を読むことにしました。 

 この本は、学級の先生が子どもたちにどうして教

室はまちがうところなのか、教えてくれている本で

す。ずっと、先生が話しかけているように書いてあ

り、とても読みやすいです。 

 ぼくは、いつも学校で当たり前のように発表して

いるけれど、時に自しんがなくて手をあげられなか

ったり、まちがった答えを言ってしまったりするこ

とがあります。この本は、そんなぼくのすがたを見

ているようでした。 

 ぼくは、この本を読んで心にのこったことばが三

つあります。 

 一つ目は、「まちがった意見やまちがった答えを言

い合う中でほんとのものを見つけていくのだ。」とい

うことばです。なるほど、はじめから正しい答えを

言わなくてもいいんだと、ぼくはほっとしました。

まちがったってなにがおかしいという文を読むと何

だかゆう気がわいてきました。そうしてみんな一人

一人がのびていくんだということがわかりました。 

 二つ目は、「うつむきうつむき、そうっとあげた手、

はじめてあげた手、先生がさした。」というところで

す。ぼくもまちがえのない答えを言わなくてはなら

ないと思って、ゆう気をもってやっと手をあげたこ

とがあります。そんな時にかぎって先生にあてられ

ます。するとむねの音が、どっきどっきと大きくな

って、体があつくなります。答えがあっているかど

うかわからなかったけれど、意見を言ってすわった

ら、体がすずしくなって、言えてよかったと思いま

した。ぼくも全く同じだと思うとうれしくなりまし

た。少しずつだけど、ぼくもいろいろな意見をたく

さん言えるようにもっともっとがんばろうと思いま

した。 

 三つ目は、「まちがいだらけのぼくらの教室、安心

してまちがえや。」というところです。ぼくだけでな

く、みんなも安心してまちがえることができる教室

は何て楽しそうなんだろうと思いました。いざとい

うときは、先生が助けてくれると思うとだんだん心

が楽になる気がしました。 

 ぼくはこの本を読んで、すごく勉強になりました。

答えがまちがっていても何回も何回も発表や意見を

くりかえせば、きっと正しい答えが出てくると思い

ました。まちがった答えもみんなが伸びていく中で

大事なことがわかりました。ぼくは、学級の中であ

まり手をあげない方だと思います。時間がかかるか

もしれないけれど、これからは自分の答えがまちが

っていても、自しんをもって発表できるようになり

たいです。 《評》陸翔君の作文は、読みやすい構

成で、気持ちもよく伝わってきます。素晴らしい。 

にっこばきらきら子どもたちの紹介 

▼ 宮崎日日新聞「若い目」掲載 

 ○３年 熊ノ迫 苺香さん  

   「好きな植物四つ」 

   １０月５日掲載 

 ○４年 早田 暖さん  

   「星はおもしろい」 

１１月６日掲載 

 

▼ 小林市小体連陸上大会 

 ○６年 近藤 聖真君  

ソフトボール投げ ６位 

 

▼ 小林市読書感想文・感想画コンクール 

 ○読書感想文の部 

教育長賞 

  １年 小倉 智大君 

○読書感想画の部 

教育長賞 

  ６年 牧野 文花さん 

 

＊今回紹介できなかった皆さんは次回紹介します。 

 

中学生の職場体験がありました 
１１月１２日（木）から１３日（金）にかけて、

西小林中学校の２年生、小倉あかねさん、西之原

帆香さん、木村早智佳さんの３名が本校で職場体

験学習をしました。いずれも、将来は小学校や中

学校の先生になりたいという明確な目標を持って

いて、二日間、大変意欲的に取り組んでくれまし

た。 

教育実習とは異なり、実際に子ども達に指導す

る場面はありませんが、学校の先生がどのような

仕事をしているのか、実際に授業を見学したり、

先生方の仕事を手伝ったりしながら子どもへの接

し方や教え方などを学ぶという体験です。 

２日間という大変短い時間で、３名とも素晴ら

しい体験ができたようで、学校の先生になりたい

という気持ちが更に高まったようです。夢の実現

に向けて是非頑張って欲しいですね。 

 

 

 

  

 

  

【熊ノ迫さん】 【早田さん】 

【小倉君】  【牧野さん】 


